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大
阪
地
方
本
部
は
、4
月
２
日

（
水
）、天
王
寺
M
I
O
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、2
0
2
5
春
闘

報
告
集
会
を
開
催
し
た
。約
１
３

０
名
の
各
分
会
支
部
の
代
表
者

が
出
席
し
た
。

　

集
会
は
、
大
阪
地
方
本
部
寺

井
副
執
行
委
員
長
を
座
長
に
選

出
し
、禅
野
執
行
委
員
長
よ
り

「
ダ
イ
ヤ
改
正
つ
い
て
」「
安
全
に

つ
い
て
」「
２
０
２
５
春
季
生
活
闘

争
に
つ
い
て
」挨
拶
を
述
べ
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
中
央
本
部

上
村
執
行
委
員
長
か
ら
は
、「
春

闘
の
ポ
イ
ン
ト
」「
春
闘
交
渉
に
つ

い
て
」「
組
織
に
つ
い
て
」の
挨
拶

が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、中
央
本
部
杉
野
賃
金

対
策
部
長
か
ら
の
、２
０
２
５
春

季
生
活
闘
争
に
関
す
る
解
説
で

は
、「
基
本
給
等
に
つ
い
て
」「
期
末

手
当
に
つ
い
て
」「
そ
の
他
手
当
等

の
改
善
に
つ
い
て
」等
、中
央
本
部

発
信
の
業
務
速
報
N
o
・
42
を
用

い
て
、項
目
別
に
分
析
と
説
明
が

あ
っ
た
。 　

　

質
疑
で
は
、５
名
の
組
合
員
か

ら
積
極
的
な
発
言
が
あ
り
有
意

義
な
集
会
と
な
っ
た
。　

【
発
言
内
容
】

板
井
書
記
長（
日
根
野
支
所
分
会
）

●
新
在
家
・
紀
伊
田
辺
の
エ
リ
ア

　

手
当
て
に
つい
て　

松
波
書
記
長（
大
阪
支
部
）　

●
期
末
手
当
に
つい
て

●
リ
フ
ァ
ラ
ル
採
用
一
時
金
に
つ
い

　

て
●
繁
忙
期
手
当
に
つい
て

渡
邊
執
行
委
員

（
大
阪
総
合
指
令
所
分
会
）　

●
指
令
員
に
対
す
る
手
当
に
つ
い
て

新
倉
執
行
委
員
長

（
近
統
総
務
分
会
）

●
社
会
人
採
用
の
賃
金
体
系
に
つ

　
い
て　

●
人
事
の
採
用
に
つい
て　

上
河
原
執
行
委
員
長

（
天
王
寺
信
号
通
信
区
分
会
）

●
巡
回
旅
費
に
つい
て　

●
一
時
金
に
つい
て

　

大
阪
地
方
本
部
は
、4
月
２
日

（
水
）、天
王
寺
M
I
O
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
に
於
い
て
第
1
回
組
織
対
策

会
議
を
開
催
し
た
。 

　

会
議
は
、大
阪
地
方
本
部
白
井

副
執
行
委
員
長
を
座
長
に
選
出
し
、

禅
野
執
行
委
員
長
よ
り「
組
織
に
つ

い
て
」挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

来
賓
の
、こ
く
み
ん
共
済
c
o
o

p
の
木
村
担
当
よ
り「
J
R
連
合

総
合
共
済
」に
つ
い
て
、続
い
て
、明

治
安
田
生
命
の
近
藤
主
任
か
ら
家

族
支
援
共
済
加
入
に
つい
て
説
明
が

行
わ
れ
、そ
し
て
近
畿
労
働
金
庫
を

代
表
し
、倉
下
支
店
長
よ
り「
着
任

の
挨
拶
」「
一
般
財
形
に
つい
て
」の
挨

拶
が
あ
り
、
同
金
庫
の
角
下
主
任

か
ら
は
労
金
口
座
や
各
財
形
貯
蓄

に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、議
題
に
沿
っ
て
川
原
書

記
長
か
ら
組
織
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　

最
後
に
、参
加
し
た
各
支
部・分

会
の
代
表
者
で
今
年
度
の
組
織
運

動
に
つい
て
確
認
し
滞
り
な
く
終
了

し
た
。

　

大
阪
地
方
本
部
は
、４
月
７
日

（
月
）・18
日（
金
）、天
王
寺
M
I
O

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、「
ユ
ニ

オ
ン
ス
ク
ー
ル
経
験
者
採
用
組
合

員
コ
ー
ス
」を
開
催
し
た
。　
　

　

2
0
2
4
年
度
に
社
会
人
採
用

と
し
て
入
社
し
た
組
合
員
に
対
し

て
初
め
て
の
取
り
組
み
に
な
っ
た
。

　

冒
頭
、禅
野
執
行
委
員
長
か
ら

特
別
講
義
と
し
て
、J
R
西
労
組

運
動
へ
の
参
画
や
、労
働
組
合
の

大
切
な
役
割
、受
講
生
へ
の
期
待

な
ど
挨
拶
を
含
め
講
義
が
行
わ
れ

た
。

　

次
に
、ス
ク
ー
ル
の
司
会
進
行
も

務
め
た
大
阪
地
方
本
部
教
育
部
の

山
下
教
育
部
次
長
か
ら
は
、労
働

組
合
の
基
礎
知
識
や
他
労
組
と
の

違
い
、J
R
西
労
組
の
役
割
、組
織
、

世
話
役
活
動
、組
合
費
等
に
つい
て

わ
か
り
や
す
い
説
明
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、大
阪
地
方
本
部
政
治

部
の
中
島
政
治
部
長
か
ら
、J
R

西
労
組
L
I
N
E
や
オ
ン
ラ
イ
ン

研
修
シ
ス
テ
ム
、J
R
西
労
組
H
P

の
説
明
の
後
、労
働
組
合
と
政
治

と
の
関
わ
り
か
ら
、J
R
西
労
組
の

政
治
方
針
や
組
織
内
議
員
、コロ
ナ

禍
の
成
果
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
「
交
通
政
策
を
す
す
め
る
会
」

の
説
明
と
加
入
行
動
で
は
、参
加

さ
れ
た
方
に
政
治
と
鉄
道
産
業
の

関
わ
り
を
理
解
し
て
も
ら
い
加
入

い
た
だ
い
た
。受
講
者
の
こ
れ
か
ら

の
活
躍
を
祈
念
す
る
。

座
長
を
務
め
る
白
井
副
委
員
長

JR連合総合共済を説明する
こくみん共済coop木村担当

家族支援共済の説明をする
明治安田生命 近藤主任　

近畿労働金庫を代表し
挨拶をする倉下支店長

特別講義を行う
禅野執行委員長 講義に耳を傾ける受講生たち

政治について講義する
中島政治部長

労組について説明する
山下教育部次長

組
織
に
つ
い
て
説
明
す
る

川
原
書
記
長

大
阪
総
合
指
令
所
分
会 

渡
邊
執
行
委
員

近
統
総
務
分
会 

新
倉
執
行
委
員
長

天
王
寺
信
号
通
信
区
分
会 

上
河
原
執
行
委
員
長

日
根
野
支
所
分
会 

板
井
書
記
長

大
阪
支
部 
松
波
書
記
長

執
行
部
を
代
表
し
挨
拶
を
す
る

大
阪
地
方
本
部
禅
野
執
行
委
員
長

来
賓
を
代
表
し
挨
拶
す
る

中
央
本
部
上
村
執
行
委
員
長

春
闘
の
結
果
を
報
告
す
る

中
央
本
部
杉
野
賃
金
対
策
部
長

第
1
回
組
織
対
策
会
議
開
催

Ｊ
Ｒ
西
労
組
発
足
以
来
過
去
最
高
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と
な
っ
た
今
春
闘
を
振
り
返
る

２
０
２
５
春
闘
報
告
集
会
開
催

２
０
２
５
春
闘
報
告
集
会
開
催

労
働
組
合
に
つ
い
て
学
ぼ
う
!!

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
経
験
者
採
用
組
合
員
コ
ー
ス

労
働
組
合
に
つ
い
て
学
ぼ
う
!!

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
経
験
者
採
用
組
合
員
コ
ー
ス


